
博士学位論文審査要旨 

２０１１年７月８日 
論 文 題 目： フッサールの自我論 
学位申請者： 中村 拓也 
審 査 委 員： 主 査： 文学研究科 教授 工藤 和男 

  副 査： 文学研究科 教授 庭田 茂吉 
 副 査： 文学研究科 教授 林  克樹 

 
要   旨： 
  
本論文は、フッサール現象学の根本的主題である「自我」の包括的な解釈と研究である。自我論はデ
カルト以来近代西洋哲学の中心的論点であり、特にカントおよびドイツ観念論以来「自己意識」論へと
深められてきたが、フッサールは、現象学的な方法によってさらにその時間的構造を問い、世界を構成
する機能から自己自身の自己構成にまで深まる自我の深層を微細に探究した。本論文は、フッサール自
身の試行錯誤や齟齬に満ちたその難解な著作と研究草稿を繙き、現象学の主旨に基づく分析と解釈の作
業を通して、生涯を通じて深化したフッサールの自我論を総合的に再構成することで、自我の働きと成
立を解明した論考である。 
第一部は、初期の『論理学研究』と『内的時間意識の現象学』をテキストに、その意識流の研究の中
に「自我」が登場しなかった理由を問い、かえって、意識流とはまったく異なったあり方をする「純粋
自我」の特質を浮かび上がらせる。意識のもつ時間性とは異なる「原意識」の時間構造がその後の自我
論の深化へと導くのである。その自己意識論を特徴づけるためにハイデルベルク学派のフッサール批判
をも効果的に取り上げている。 
第二部では、中期の『イデーンⅠ』と『イデーンⅡ』に定位して、純粋自我が人格的自我との関連か
ら取り上げられて解明され、続いて『ベルナウ草稿』と『受動的綜合の分析』に基づき、没自我的受動
性の次元が分析され、受動性における自我論の限界点でかえって、意識の深層段階でのその「触発」と
「対向」という自我論の一層の深まりが論及される。 
第三部の後期フッサールの自我論は、まず、現象学自身の方法である「還元」の徹底化として、高弟
フィンクの還元論と自我論との対照において解明され、次に、早くから注目されていたＣ草稿（『時間構
成についての後期草稿』）でのモナドとして豊穣化された超越論的自我の謎めいた時間性が個体化との関
係で究明され、最終的に、意識の最深層に働く「先自我」とさらにその根源で決して現象することのな
い「原自我」とを自我の構造として統一的に解明して、自我論の到達点として結論づける。 
本論文の意義は、受動性を「自我」概念の無効を示すものと解する諸研究に対決して、むしろ受動的
な次元をも貫いて意識成立の根源で働く自我を明らかにし、また、その各段階に焦点を当てた限定的な
探究に止まっていた諸研究に対比しても、自己意識論ならびに時間論の深化として系統化しつつ、整合
的なフッサールの自我論の全貌を明らかにしたところにある。先行研究の詳細な渉猟に基づき、またよ
うやく刊行された研究草稿の錯綜した断片を分析して、果敢にその課題に取り組んだことは評価に値す
る。今後この全体像に基づく、フッサール自我論のさらに豊かな研究の展開が期待される。 
以上のように、本論文は、博士（哲学）（同志社大学）の学位論文としての価値を有するものと判断
される。 
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要   旨： 
上記審査委員は、中村拓也氏に対する総合試験を2011年7月2日午後1時から約2時間実施した。 
 総合試験において学位申請者は、提出された論文の内容に関する口頭試問に対して適切に応答し、論
文の意義とその研究水準の高さを明確に示すとともに、主題の背景となる哲学史的な理解についても広
範な専門知識を有していることも明らかにした。 
 また、語学試験（ドイツ語、英語）においても学位申請者が研究上要求される読解能力と運用能力を
十分にもつことが確認された。 
 よって、総合試験の結果は合格であると認める。 
 
 








